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夏休みを利用して、家族や友人と思い出を作ったり、試合や大会で悔し涙を流したり、様々な経験をするこ

とはできましたか。２学期の道徳の授業も引き続き、自分自身を振り返って考えたり、クラスメイトの意見を

参考にしたりして、心をより一層豊かにしていけるといいですね。本日は１年生の授業を紹介します。 

 
○ 授業を通して思ったことや考えたこと（生徒記述より） 

見える親切ではなく、あえて見えない親切をしたのが

すごいし、こういう１つ１つの行動が大事なんだなと思

いました。男の人が自分も怪我をしているのに静かに席

を離れたのが優しいなと思いました。このような行動を

これからしていきます。 

相手に見える親切もいいと思うけど、私は相手に見え

ない親切の方がいいと思いました。理由は見える親切を

したら周りの人にいい目で見てもらえていいけど、見え

ない親切だと周りは気づかない。少数の人には気づいて

もらえる。心の底から感心してくれることの方がうれし

いです。 
私は今日の授業で、人を思いやることはいろいろな方

法があることがわかった。その理由は、少女のような迷

わず声をかけて席をゆずってあげる周りから見てもわか

ることと男の人のように誰にも気をつかわせない見えな

いことがあって、どちらもいいなと思ったから。私だっ

たら少女のように迷わずに声をかけてしまうかもしれな

いけれど、人に気を遣わせるんじゃなくて自分が気を遣

うことが大事だなと感じました。 

 人を思いやるということ、ただ親切にするだけではな

いことがわかりました。相手の気持ちももっと考えて親

切にすることだと思いました。その見えない思いやりは

気づいてもらえないかもしれないけど、気づいてもらう

ことが大事なのではなく、相手のためになることが大事

だからだから、私もこれからはできるようにしたいと思

いました。 

人を思いやることは、周りの人にわかるようにするこ

ともいいけど、相手の気持ちを１番に考えて、目立たな

い、見えないようにする親切もあるんだなと思いました。

私は、見えない親切をあまりしたことがないので、して

みたいと思いました。そして、見えない親切で人を思い

やっている人をみつけてみたいと思いました。 

親切は声をかけたり、そういうものだけかと思ってい

たけれど、相手が気づかない見えない親切もあるんだと

思い、私もさりげなく相手のことを考え、行動していき

たいと思いました。今まで、見える親切はできたけど、

見えない親切もあると知り、相手に気をつかわせないよ

うな親切もしていきたいと思いました。 
 
道徳通信７月号の返信より 

・「自分らしさ」には長所だけでなく短所もあり、その短所も個性として受け入れ互いに尊重し合うことで、より

一瞬、「自分らしさ」をブラッシュアップできるだけでなく、自己肯定感を高められると思います。一人ひとり

が、他者の「自分らしさ」を見出し、受け入れ認め合うことの大切さを身に付けてほしいと思いました。 

１年生 「見えない親切」 

 バスで自分の席の前に立ったおばあさんに、「おばあさん、どうぞ！」と席をゆずり、うれしい気分になる

少女。次の週、少女は父親とバスに乗る。そこで男の人が席に座り、近くにおばあさんが立っている光景を

見る。すると、男の人は静かに席を立ち、席を空けた。そして立っているときは隣のおじいさんが転んだと

きに支えられるように手で支えていた。少女に父親は、男の人がしていることは「見えない親切」だと告げ

る。 



・すべてを出すのではなくて、認める気付きが素晴らしいと思いました。個性が認められる時代だからこそ、自

分を認めて伸ばしていき、相手の個性も尊重できる仲間づくりができればいいなと思いました 

・今の子供たちは、自分のことがよくわからないという子も多いので授業で自分のことを考える時間があるのは、

素晴らしいことだと思いました。 

・ありのままの自分を出して、それを受け入れてくれる環境、人間関係がベストだろうけど、自分でもたまに自

分の事が嫌になる事もあるのだから、それは難しいので、相手との関係を大切にしたいなら、多少の我慢や抑制

は必要かと。それが自分の持つ価値観だと思う。 

・自分らしく生きることについてたくさんの感想を読み、自分らしさとは何か考えるきっかけになりました。中

学生でしっかりとした意見を持っていることにすごいと思いました。 

・若いうちは自分の思ったことを積極的に伝えて、相手の反応を見てこう言う時にはこうした方が良いのだなと

か失敗しながら相手の気持ちや周りの雰囲気が良い方向に合わしていって、どうしてもそれは違うと思うことは

ハッキリ伝えてあげる事も相手のためだし自分の為にも良いと思うので、ストレスにならない程度に自分を出せ

ば良いと思って日々生きてる私がいます。でも必要な時には無理してでも合わす事も必要だと思います。でもそ

れがストレスになるようなら、大人でもその環境から逃げるのも大事です。 

                                  ご返信、ありがとうございました♪ 
 

ご感想やご意見がございましたら、LEBER（リーバー）のアンケート「返信欄」にてお気軽にご回答くだ

さい。たくさんのご返信をお待ちしております。 
 


